
▼作成するデータ(トンネル設計ファイル (*.TNL)、トンネル 3Dモデル設定ファイル (*.T3D))

CIM 導入ガイドライン（案）　クイックリファレンス

CIM 導入ガイドライン（案）第６編　トンネル編トンネル

STEP１：  トンネル ( 本体 )

【トンネル内空断面】

使用ソフトウェア：トンネル設計補助システム「APL Win」

標　準　断　面　図 縮尺　１：３０
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【トンネルパターン設定】

▼トンネル設計補助システム「APL」の活用例

・
断面検討
∟建築限界座標計算
∟最小内空検討
∟インバート計算
∟非常駐車断面計算
∟ウイングリブ断面計算
∟側壁導抗断面計算

・図面出力 (オプション )
∟標準断面図
∟支保パターン図
∟加背割図
∟本体工補強鉄筋図
∟排水工詳細図、排水系統図
∟防水工図
∟舗装工詳細図
∟計測工図

・
BIM/CIM 対応 ・数量計算 (オプション )
∟トンネル 3Dモデル出力 ∟単位数量計算書

標　準　断　面　図 縮尺　１：３０
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標準断面図

建築限界一覧図 縮尺　１：１５０
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建築限界計算

STEP１：  トンネル ( 本体 ) 使用ソフトウェア：トンネル設計補助システム「APL」

設計条件、道路幅員構成、断面検討方針の設定
により、３心円、５心円を問わず、トライアル計
算により容易に最小内空断面を計算。

トンネルパターン別に、吹付け・覆工コンクリート厚、
ロックボルト、鋼アーチ支保工を設定。舗装工を出力
する場合は舗装の目地配置等の詳細設定を行う。

舗　装　工　詳　細　図　（１）
断　面　図 縮尺　１：５０
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縦　目　地 縮尺　１：１０
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三角材 H=50

縦　目　地　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　ｍ当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

タ　イ　バ　ー　　 ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材  ｍ 

10.00

Ｄ22×1000  10     30.4     3.040

  10×40  ―    10.00

側　目　地 縮尺　１：１０
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側　目　地　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　ｍ当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

注　入　目　地　材  ｍ 

目　　　地　　　板  ｍ 

10.00

  10×40   2    20.00

  10×210   2    20.00

収縮目地（切削目地）縮尺　１：１０
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収　縮　目　地（切削目地）　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　（１ヶ所当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

ダウエルバー　　　 ｋｇ kg/m　

チ　ェ　ア　ー　　  本 

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材  ｍ 

φ25×700  22     59.3     3.850

Ｄ13×430  ―      44

Ｄ13×3645   8     29.0     0.995

Ｄ13×3645   8     29.0     0.995

  10×70  ―     7.49

収縮目地（打込み目地）縮尺　１：１０
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収　縮　目　地（打込み目地）　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　（１ヶ所当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

ダウエルバー　　　 ｋｇ kg/m　

チ　ェ　ア　ー　　  本 

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材  ｍ 

バックアップ材　　  ｍ 

φ25×700  22     59.3     3.850

Ｄ13×430  ―      44

Ｄ13×3645   8     29.0     0.995

Ｄ13×3645   8     29.0     0.995

  10×40  ―     7.49

   5×75  ―     7.49
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膨　張　目　地　材　料　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１ヶ所当り）

項　　　　　目　 形　状　寸　法　 単位 本数 数　　量　 摘　　　　要　

ダウエルバー　　　 ｋｇ kg/m　

チ　ェ　ア　ー　　  本 

キ　ャ　ッ　プ　　  本 

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

ク　ロ　ス　バ　ー ｋｇ kg/m　

注　入　目　地　材  ｍ 

目　　　地　　　板  ｍ 

φ28×700  22     74.4     4.830

Ｄ13×480  ―      44

 ―      22

Ｄ13×3645   8     29.0     0.995

Ｄ13×3645   8     29.0     0.995

  25×40  ―     7.49

  25×210  ―     7.49
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10注入目地材
収　縮　目　地（施設帯部）　材　料　表　　　　　（１ヶ所当り）

項　　目　 形状寸法　 単位 数　量　 摘　要　　

注入目地材　  ｍ 左側　      　

注入目地材　  ｍ 右側　      　

  10×35    2.989

  10×35    0.734

膨張目地（施設帯部） 縮尺　１：１０
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20目地板
膨　張　目　地（施設帯部）　材　料　表　　　　　（１ヶ所当り）

項　　目　 形状寸法　 単位 数　量　 摘　要　　

目　地　板　  ｍ 左側　      　

目　地　板　  ｍ 右側　　      

  20×70    2.989

  20×70    0.734

断面検討結果とトンネルパターン設定により、
各種図面及び加背割数量を自動作成します。
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諸　　元　　表

ロ　ッ　ク　ボ　ル　ト 鋼アーチ支保工 吹付け厚 覆工厚（ｃｍ）　 変　形　余　裕　量（ｃｍ）
金　　網

長　さ 周方向 延長方向 上　半 下　半 （ｃｍ） アーチ インバート 上　半 下　半 インバート
（ｍ） （ｍ）  （ｍ） 

 4.0  1.2  1.0 H-150 H-150    20   30     50 上・下半   10    0      0

吹付け・ロックボルト材料表

名　　　　称　　 形　状　寸　法　　 規　　　格　　　 単位 数　量　 摘　　　　要　　

（Ｐ＝１．０００ｍ当り）

ロックボルト L = 4000 耐力170KN以上 本 20 モルタル全面接着式

座　　　　金 150×150×9 SS400 枚 20

ナ　ッ　ト M24 個 20

吹付けコンクリート t = 200  m2 23.452

金　　　　網 φ5×150×150 JIS G 3551  m2 23.922 構造用溶接金網

鋼アーチ支保工材料表
（１基当り）

名　　　　称　　 形　状　寸　法　　　 単位 数量 単位質量　 質　　量　 摘　　　　要　　

合　　　　　計　　　　　　　　　　

Ｈ　型　鋼 H-150×150×7×10 kg 2 286.338 572.7 31.100 kg/m

Ｈ　型　鋼 H-150×150×7×10 kg 2 80.642 161.3 31.100 kg/m

継　手　板 PL-180×180×9 kg 2 2.289 4.6 70.650 kg/m2

ボルト・ナット φ22×70 本 2

上・下半継手板 PL-210×250×9 kg 4 3.709 14.8 70.650 kg/m2

ボルト・ナット φ22×70 本 4

底　　　板 PL-250×250×16 kg 2 7.850 15.7 125.600 kg/m2

さ　や　管 φ21.7×1.9×80 kg 20 0.074 1.5 0.928 kg/m

継　ぎ　材 φ16×1040 kg 10 1.643 16.4 1.580 kg/m

787.0 kg

【支保工、舗装工設定】

単位数量計算書

掘　削　　（ｍ /ｍ） 吹　付　け　 コンクリート（ｍ /ｍ）
名　　　　　称　　　　 コンクリート

設　計　 支　払　 （ｍ /ｍ） 設　計　 支　払　

合　　　　　計　　　　

3

2

3

1 全断面 84.359 90.762

2 全断面吹付けコンクリート 23.138

3 覆工コンクリート 6.800 12.205

84.359 90.762 23.138 6.800 12.205
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No 開始測点 延長距離 掘削方式 WF位置 加背割 パターン名

1 5+00.700 90.000 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅢ-ａ

2 9+10.700 100.000 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅡ

3 14+10.700 50.000 機械掘削 0.000 全断面 Ｂ

4 17+00.700 32.000 機械掘削 0.000 全断面 Ｂ-Ｒ

5 18+12.700 100.000 機械掘削 0.000 全断面 Ｂ

6 23+12.700 50.000 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅡ

7 26+02.700 176.600 機械掘削 0.000 上下半 ＤⅢ-ａ



STEP2：  トンネル ( 坑門工 )
▼作成するデータ( 坑口配筋図ファイル (*.KOU))

使用ソフトウェア：トンネル坑口配筋図システム「APL-P」

【坑門工形状】

▼トンネル坑口配筋図システム「APL-P」の活用例

坑　門　工　配　筋　図 縮尺　１：６０
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坑門工配筋図

トンネル坑門工の形状を設定し、構造計算を行い、短時間で配筋図を作成します。
面壁形状はウイング式、アーチウイング式等、様々な形状に対応します。

STEP3：  線形モデル
▼作成するデータ(平面線形ファイル (*.ARA))、( 縦断線形ファイル (*AHR))、( 横断面ファイル (*.AWR))

・

【平面線形】

平面線形を入力 ・縦断線形を入力

【縦断線形】

・片勾配すりつけを設定

【片勾配すりつけ】

使用ソフトウェア：道路・鉄道線形計画システム「APS-MarkⅣ」

STEP4：  IFC 出力 使用ソフトウェア：トンネル設計補助システム「APL Win」使用ソフトウェア：トンネル設計補助システム「APL」

STEP1 ～ 3で作成した下記ファイルから、IFCファイルを作成。
　・トンネル設計ファイル (*.TNL)
　・トンネル 3Dモデル設定ファイル (*.T3D)
　・平面線形ファイル (*.ARA)
　・縦断線形ファイル (*.AHR)
　・横断面ファイル (*.AWR)
　・坑口配筋図ファイル (*.KOU)

CIMモデルイメージ

内空断面諸元 支保パターン諸元坑門工 本体工

舗装工・排水工 支保工

【構造物形状データ(IFC)】 【属性データ(CSV)】
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